
●人　口　12,823人　前月比（17人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,735世帯
●15歳未満の年少人口　1,218人（比率9.49％）

●65歳以上の老齢人口　4,507人（比率35.14％）

●人口のうごき

〈2012（平成24）年1月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 24人　出生7人　　　　転入17人　　  職権1人
【男5人　女2人】 【男1人】【男9人　女8人】

減少 41人　死亡20人　　 転出21人　　　職権1人
【男9人　女11人】 【男8人　女13人】
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【男6,053人  女6,770人】

【男631人  女587人】

【男1,788人  女2,719人】
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安心・便利な口座振
替をご利用ください。

●お問い合わせ
　本庁 税務課
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3月の納税3月の納税

P.２� 若山　で和紙作り!

P.３� 黒潮町の「えぇトコ」知っとこ。モニター体験

P.６� 健康カレンダー

P.８� 介護保険ガイド

P.12� 黒潮町の文化財

P.13� 教育委員会だより

P.14� 役場からのお知らせ

P.18� まちの掲示板

P.20� くろしおスポーツ！

P.22� お花見マップ

P.24� くろしおっ子を紹介します！

3月号の主な内容

地域の秋を楽しもう！地域の秋を楽しもう！地域の秋を楽しもう！
昭和中期まで旧佐賀町で栽培され、日本一の品質といわれた若山　。黒潮町佐賀北部地域協議会では、

平成21年から栽培を再開し、若山　の復活に向けて取り組んでいます。【特集記事2ページ】
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④ 12月18日　蒸し剥ぎ

　釜で蒸した
楮の皮を剥ぎ
ます。この日は
イベントがあ
り、佐賀小・伊
与喜小と合同
で行いました。

若山楮で和紙作り！拳ノ川小学校の児童が地元の伝統産業を
学習しました若山楮で和紙作り！拳ノ川小学校の児童が地元の伝統産業を
学習しました若山楮で和紙作り！拳ノ川小学校の児童が地元の伝統産業を
学習しました

特 

集

　旧佐賀町では、明治時代から昭和中期にかけて、楮や三椏が主要特産物でした。良質な佐賀楮の中で
も、拳ノ川原産の「若山楮」は当時、日本一の品質を誇ったといわれています。
　今年度、拳ノ川小学校の5・6年生が、総合学習でこの若山楮をテーマに学習しました。
　児童らは、黒潮町佐賀北部地域協議会※の皆さんにご協力いただき、楮の栽培から紙漉きまで、一連の
作業を体験しました。「通学路にも楮が生えていると知ってびっくりした」「最初は難しかったけど、楽し
かった」「また紙漉きをしてみたい」など、日本一の若山楮について楽しみながら学んでいました。

　旧佐賀町では、明治時代から昭和中期にかけて、楮や三椏が主要特産物でした。良質な佐賀楮の中で
も、拳ノ川原産の「若山楮」は当時、日本一の品質を誇ったといわれています。
　今年度、拳ノ川小学校の5・6年生が、総合学習でこの若山楮をテーマに学習しました。
　児童らは、黒潮町佐賀北部地域協議会※の皆さんにご協力いただき、楮の栽培から紙漉きまで、一連の
作業を体験しました。「通学路にも楮が生えていると知ってびっくりした」「最初は難しかったけど、楽し
かった」「また紙漉きをしてみたい」など、日本一の若山楮について楽しみながら学んでいました。

こうぞ みつまたこうぞ みつまた

① 4月25日　若山楮の授業

　黒潮町在住の紙漉
き職人・中嶋久実子さ
ん（和紙ハレハレ本舗）
に、楮の栽培や紙漉き
の1年間の行程を教わ
りました。

② 9月10日　芽かき・つる取り

　楮畑での作業。楮が
太く1本の枝に育つよ
うに、脇芽（不必要な芽）
を摘み、巻きついたつ
るなどを取ります。

③ 12月11日　楮の収穫

　楮の葉が落
ちたら刈り取
り作業。根元
で切った楮は、
同じ太さにそ
ろえて束ねま
す。

⑦ 紙を干したら、完成！

　自分で漉いた和紙が、6年生の卒業証書になります。
（佐賀小・伊与喜小でも卒業証書づくりを行いました。）

⑥ 2月2日　ちりとり・紙漉き

　大釜で煮てあく抜きした楮
の繊維から、残っている黒皮
やちりを取り、繊維を木の台
の上でたたいて細かくします。

　繊維をフネ（木の
水槽）の中に入れ、
校章の模様が入っ
た型枠で漉きます。

⑤ 1月12日　へぐり（黒皮剥ぎ）

　専用のナイフを使って、蒸し剥ぎした楮の皮の
黒い部分を剥いで白い部分と分けます。白皮は
白い紙になり、黒皮を混ぜて使うと黒っぽい紙に
なります。

小学校のプールで水に
さらし、白くします。

※同協議会の取り組みは、役場ホームページ（http://www.town.kuroshio.lg.jp/fuukei/kami/index.html）をご覧ください。
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黒
潮
町
の
「
え
ぇ
ト
コ
」
知
っ
と
こ
。

モ
ニ
タ
ー
体
験

平
成
２３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業
）

トピックス
　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
地

域
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
、
生

活
習
慣
な
ど
の
特
性
を
地
域
資
源
と
し

て
発
見
し
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
自
然
や
食
材
な
ど
の

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
動
が
集
落
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
は
町
外
か
ら
の
旅
行
客
で
、

町
内
に
住
む
私
た
ち
自
身
が
、
そ
の
魅

力
を
知
り
、
実
際
に
体
験
を
す
る
機
会

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、こ
の
事
業
を
活
用
し
、体
験

を
通
し
て「
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
、

豊
か
な
自
然
や
住
む
人
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

『
黒
潮
町
の「
え
ぇ
ト
コ
」

知
っ
と
こ
。モ
ニ
タ
ー
体
験
』

を
実
施
。
延
べ
１
１
２
人

が
参
加
し
、地
域
の
魅

力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◆
カ
ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き
タ
タ
キ
づ
く
り

　
丸
ご
と
１
本
の
カ
ツ
オ
か
ら
、
本
物

の
漁
師
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
さ
ば

い
て
わ
ら
焼
き
し
、
皿
鉢
に
も
っ
て
タ

タ
キ
に
し
ま
し
た
。

◆
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

　
青
空
の
下
、
佐
賀
港
湾
で
の
カ
ヤ
ッ

ク
。
鹿
島
上
陸
を
果
た
し
ま
し
た
。

◆
天
日
塩
づ
く
り

　
目
の
前
の
太
平
洋
か
ら
汲
み
上
げ
ら

れ
た
海
水
か
ら
、
天
日
塩
に
で
き
あ
が

る
ま
で
を
学
び
、
実
際
に
塩
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

◆
文
旦
ケ
ー
キ
づ
く
り

　
蜷
川
地
区
で
収
穫
し
た
て
の
文
旦
を

使
っ
て
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
。
蜷
川

地
区
で
は
、
集
落
全
体
で
協
力
し
合
い
、

で
あ
い
の
里
蜷
川
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
蜷
川
モ
ー
ニ
ン
グ
や
そ
ば
栽
培
な

ど
活
動
的
な
お
話
に
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
も
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
蜷
川
そ
ば
打
ち

　
蜷
川
地
区
で
平
成
２０
年
か
ら
始
め
た

そ
ば
栽
培
。
昨
年
は
面
積
拡
大
を
図
っ

た
も
の
の
、
春
先
か
ら
の
雨
で
収
穫
量

は
期
待
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
蜷
川
地
区
の
み
ん
な
で
年
越
し
そ

ば
を
食
べ
る
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
、
そ
ば
の
販
売
や
蜷

川
モ
ー
ニ
ン
グ
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
注
目
の
高
い
活
動
で
す
。

み
な
が
わ

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
抜
粋
）

▼
今
回
参
加
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
町

内
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

・
知
っ
て
い
た
　
　
　
　
４９
人（
５３
％
）

・
知
ら
な
か
っ
た
　
　
　
４３
人（
４７
％
）

▼
体
験
し
て
み
て
町
に
対
す
る
気
持
ち

の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

・
前
よ
り
好
き
に
な
っ
た
４１
人（
４２
％
）

・
魅
力
に
気
づ
い
た
　
　
４１
人（
４２
％
）

・
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
　
５
人（
５
％
）

・
未
回
答
　
　
　
　
　
　
４
人（
１１
％
）

【
そ
の
他
の
コ
メ
ン
ト
】

・
も
と
も
と
黒
潮
町
が
大
好
き
で
す
。

・
最
高
の
黒
潮
町
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
自
分
の
住
む
町
や
地
域
を
知
る
こ
と

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

・
必
要
だ
と
思
う
　
　
　
８９
人（
９８
％
）

・
わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
２
人（
２
％
）

・
必
要
な
い
と
思
う
　
　
０
人（
０
％
）

▼
地
域
や
学
校
、
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
の
取
り
組
み
に
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

・
す
で
に
活
用
す
る
予
定
７
人（
９
％
）

・
今
後
活
用
を
検
討
し
た
い
４９
人（
６１
％
）

・
予
定
は
な
い
　
　
　
　
１１
人（
１４
％
）

・
活
用
し
た
く
な
い
　
 

０
人（
０
％
）

・
未
回
答
　
　
　
　
　
　
１３
人（
１６
％
）

○
お
問
い
合
わ
せ
 

本
庁 
産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
3（
直
通
）
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まちのできごとまちのできごと

　
黒
潮
町
に
は
天
然
由
来
の
基
本
調
味

料（
さ
し
す
せ
そ
）が
豊
富
で
す
。
そ
の

「
さ
」
に
あ
た
る
黒
砂
糖
を
使
っ
た
商

品
を
集
め
た
フ
ェ
ア
が
、
１
月

２９
日
、

入
野
の
新
精
糖
工
場
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
お
菓
子
や
飲
み
物
、

ラ
ー
メ
ン
、
焼
き
鳥
な
ど
、
調
味
料
に

黒
砂
糖
を
使
っ
た
商
品
を
販
売
。
ま
た
、

主
催
の
黒
潮
町
特
産
品
開
発
推
進
協
議

会
よ
り
、
黒
砂
糖
入
り
の
餅
や
ぜ
ん
ざ

い
、
ぼ
か（
黒
砂
糖
を
煮
詰
め
る
直
前

の
液
体
）を
か
け
た
ポ
ン
菓
子
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
生
絞
り
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
ふ

る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
町
で
は
、

町
内
産
の
さ
し
す
せ
そ
を
使
っ
た
フ
ェ

ア
を
順
次
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
１
月

２８
日
、
佐
賀
町
民
館
な
ど
で
「
第

２３
回
横
浜
解
放
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

人
権
作
文
、
解
放
子
ど
も
会
、
交
流
事

業
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
・
渡
辺

千
賀
子
さ
ん
の
「
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
。
渡
辺
さ
ん
は
、
最
初
は
寝
た
子

を
起
こ
す
な
と
い
う
考
え
で
、
差
別
を

我
慢
し
て
い
た
が
、
父
親
の
言
葉
を
き

っ
か
け
に
解
放
運
動
を
始
め
た
と
話
し
、

「
み
ん
な
が
差
別
を
し
な
く
な
れ
ば
、
差

別
は
必
ず
な
く
な
る
。簡
単
な
こ
と
」と
、

会
場
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。後
半
に
は
美

し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
を
披
露
し
、地
元
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
Ｈ
o
Ｂ
ｙ
ｅ
」
と
の
共

演
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月

１８
日
に
は
、
ふ
る
さ
と

総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
「
２
０
１
２
大

方
人
権
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
園
児
や

児
童
生
徒
、解
放
子
ど
も
会
、交
流
事
業

な
ど
が
歌
や
劇
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
滋
賀
県
出
身
の
バ
ン

ド
、
ジ
ェ
リ
ー
ビ
ー
ン
ズ
に
よ
る
「
ト

ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
。
メ
ン
バ
ー
自

身
の
不
登
校
の
経
験
か
ら
、「
一
人
ひ

と
り
の
違
い
を
否
定
し
な
い
で
認
め
合

え
ば
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
」
と
話

し
、
一
曲
一
曲
気
持
ち
を
込
め
て
歌
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら

交
流
の
あ
る
大
方
児
童
館
の
子
ど
も
た

ち
と
の
合
唱
や
、
お
客
さ
ん
も
振
り
付

け
で
参
加
す
る
な
ど
、
一
緒
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　 　
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
プ
ラ
ス
で

活
躍
す
る
地
元
球
団
・
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
が
、
２
月

１１
日
か
ら

１５
日
ま
で
、
大
方
球
場
を
拠
点
に
ス
プ

リ
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
大
方
中
学
校
野
球
部
と

Ｓ
Ｋ
Ｂ
（
西
南
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
）
が

参
加
し
て
野
球
教
室
の
開
催
や
、
保
育

所
・
施
設
を
訪
問
。
ま
た
、
今
年
初
め

て
選
手
が
「
民
泊
」
す
る
な
ど
、
地
元

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
期
間
後
半

は
あ
い
に
く
の
雨
で
体
育
館
で
の
練
習

と
な
り
、
十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
し
す
せ
そ
フ
ェ
ア
「
さ
」
の
巻

黒
砂
糖
商
品
が
大
集
合
！

夢
に
向
か
っ
て
！ 

絆
で
つ
な
が
ろ
う
！  

佐
賀
・
大
方
で
人
権
ま
つ
り

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

黒
潮
町
で
春
季
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

すべてのお店で黒砂糖を使った商品を販売。
お菓子から料理まで多彩な品揃え。

和太鼓集団「ＳＩＮ～ＮＡＢＵＲＡ～」の初舞台。会場が
震えるほどの力強い演奏でした。

ジェリービーンズがきっかけで結成し、この
日が初ライブとなった中学生バンド「クロー
バー」と一緒に演奏。

シ  ン ナ　　 ブ　　 ラ

ホ
 

ー
 

バ
 

イ

上
・
歓
迎
式
典
に
て
。右
下
・
黒
潮
一
番
館
の
冬
メ
ニ

ュ
ー
を
試
食
。左
下
・
大
方
く
じ
ら
保
育
所
で
遊
ぶ
。
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元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い

まちのできごとまちのできごと

今
年
も
大
漁
！
カ
ツ
オ
船
団
出
港

 
１
月

１９
日
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
船
団

の
第
１
陣
が
佐
賀
漁
港
を
出
港
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
震
災
や
原
発
事
故
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
以
上

の
水
揚
げ
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
、

操
業
の
安
全
と
大
漁
を
鹿
島
神
社
に
祈

願
し
、小
笠
原
諸
島
付
近
の
漁
場
へ
出
港
。

こ
れ
か
ら

１１
月
下
旬
ま
で
カ
ツ
オ
の
群

れ
を
追
い
か
け
て
日
本
近
海
で
操
業
し

ま
す
。

活
餌
事
業
で
水
揚
げ
増
大

 
佐
賀
漁
港
で
は
、
平
成

２２
年
１
月
よ

り
高
知
県
産
業
振
興
計
画
「
カ
ツ
オ
一

本
釣
り
用
活
餌
（
生
き
イ
ワ
シ
）
供
給

事
業
」
に
、
高
知
県
漁
協
佐
賀
統
括
支

所
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
カ
ツ
オ
船

が
出
港
時
に
活
餌
を
積
み
込
ん
で
直
接

漁
場
へ
向
か
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、

移
動
に
か
か
る
燃

油
や
時
間
の
効
率

化
に
あ
わ
せ
、
佐

賀
漁
港
へ
の
水
揚

げ
の
増
大
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
５
日
、保
健
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー「
こ
ぶ
し
」
に
て
、「
第

１５
回
元

気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
い
き
い
き
長
寿
賞（
在
宅
で
自
立

し
て
生
活
し
て
い
る
今
年
度

９０
歳
に

な
ら
れ
た
方
）」
の
対
象
者
は

１２
人
で
、

う
ち
９
人
が
授
賞
式
に
参
加
。
町
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
、

授
賞
者
の
元
気
な
姿
は
町
民
の
目
指
す

目
標
と
な
り
ま
し
た
。
授
賞
者
の
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
に
京
都
大
学
非
常
勤
講

師
の
岡
本
香
代
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
正
し
い
歩
き
方
で
健
康
長
寿
を
！
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
に
老
化
予
防
に
な
る
姿
勢

や
歩
き
方
の
指
導
な
ど
が
行
わ
れ
、
日

常
生
活
で
少
し
意
識
し
て
努
力
す
る
こ

と
で
、
何
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
力
で

歩
け
る
こ
と
が
わ
か
る
内
容
で
し
た
。

多
数
の
参
加
者
か
ら
「
大
変
良
い
お
話

と
実
技
指
導
で
、
今
日
は
本
当
に
参
加

し
て
良
か
っ
た
」「
明
日
か
ら
実
践
し

て
生
活
を
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

か
つ

じ

たくさんの家族や関係者に見送られて佐賀
漁港を出港するカツオ一本釣り船。

〈立ち方のポイント〉
①背筋を伸ばしてあごを引く。
②お腹・おしりに力を入れる。
③膝と太もも内側を引き締める。
〈歩き方のポイント〉
①いつもより速く歩く。
②少し大股で歩く。
③腕を大きく振って歩く。

12周年を迎えた「喫茶さとう木」12周年を迎えた「喫茶さとう木」
活動紹介

　「喫茶さとう木」は
精神保健福祉事業の
活動として毎月第1・
3火曜日、保健福祉
センターの2階で実
施している喫茶店で
す。精神保健ボラン
ティアの協力を得
て、当事者が主体と

なって作業を行っています。
　平成11年に保健福祉センター2階
に精神保健作業室が作られ、喫茶店
を試行的に実施したところ、自分た
ちの活動で収入を得たことが喜びと
なり、「喫茶店は楽しい！」という思
いから「喫茶さとう木」が始まりまし
た。
　「喫茶さとう木」は、今年2月で12
周年を迎えました。当事者やボラン
ティアからは「こんなに長く続くと
は思わなかった」、「今後も続けてい
きたい」という声もあり、仲間たち
と協力し合って地域で生き生きと活
動ができる大切な場となっています。

　精神疾患を抱えている方々は、病
気による身体的、精神的な苦しさに
加えて、病気に対する無理解、偏見
などによる社会的な暮らしづらさも
抱えています。社会的な障がいを無
くしていくには、サービスの拡充だ
けでなく、さとう木のボランティア
のような、草の根の理解者を増やし
ていくことが大切です。
　皆さんも、営業日に役場近くへお
越しの際は、ぜひ「喫茶さとう木」を
ご利用ください。お待ちしています。

（本庁 健康福祉課 保健衛生係）

【営業時間】
  毎週第1・3 火曜日 9：30～11：30
  （祝祭日は休み）

【場所】
  保健福祉センター
  2階（大方庁舎前）
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もっと健康！もっと元気！「健康づくり推進委員」を募集していますもっと健康！もっと元気！「健康づくり推進委員」を募集していますもっと健康！もっと元気！「健康づくり推進委員」を募集しています

　健康づくり推進委員になって、健康づくり活動に取り組んでみよう！という方からのご連絡をお待ち
しています。（先に区長推薦を受けた方の申し込みは必要ありません。）

【健康づくり推進委員とは】
健康づくりについて学習し、また学んだことを実践することで、町と一緒に地域の健康づくり活動を
盛り上げてくれる方です。

【活動内容】
◆研修会など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆保健衛生事業や介護予防事業への参加、協力

・ふれあいサロンにボランティアスタッフと
して参加（ふれあいサロンを実施していない
地区については、基盤づくりへの協力）

・ウォーキング事業への参加（毎週月曜日午
前10時に、あかつき館に集合し、1時間程
度ウォーキングを行う）

【任　　期】平成24年4月～平成26年3月（2年間） 　　【募集期限】3月23日（金）
【募集人数】10名　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お申し込み】下記へご連絡ください。

○お問い合わせ　本庁　健康福祉課　保健衛生係　　　　蕁43―2836（直通）
　　　　　　　　佐賀支所　地域住民課　保健センター　蕁55―7373（直通）

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

３
月
中
旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域
3月 内　　　容 実施場所 実施時間

南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談16日（金）
大方中央保育所 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談19日（月）
伴太郎集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談21日（水）
浮津集落センター 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）23日（金）

4月 内　　　容 実施場所 実施時間
保健福祉センター ※13：00～13：30３　歳　児　健　診4日（水）

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域
3月 内　　　容 実施場所 実施時間

馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン21日（水）
総合センター 9：30～12：30

献　　　　　　　血22日（木）
みやたエイト佐賀店 14：15～16：00

4月 内　　　容 実施場所 実施時間
市野々川集会所 9：30～12：00市野々川ふれあいサロン5日（木）

総合センター
※13：00～13：30乳 　 児 　 健 　 診

１歳６カ 月 児 健 診
9日（月）

※13：30～14：00

佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談26日（月）

注）表中の※印は、受付時間となります。

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

3月

4月

18日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

20日（春分の日） 吉井病院 蕁34－5005 筒井病院 蕁0880－66－0013

25日（第4日曜日） 中村クリニック 蕁34－5100 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

01日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

08日（第2日曜日） さくらクリニック 蕁35－2555 清谷病院 蕁0880－63－2302

15日（第3日曜日）

内　　　　　容
4月 総会（黒潮町の状況について）
6月 介護予防研修会
9月 メンタルヘルス研修会（うつ・自殺予防）

12月 ヘルスアップ推進員研修会（高知市）
2月 特定健診・ガン検診受診勧奨活動（チラシ配布）
3月 総会

四万十市民病院 蕁34－2126 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。
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健

知

袋

康

恵

◆ 

花
粉
症
っ
て
な
に
？

　
花
粉
症
と
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ

ツ
な
ど
の
花
粉
が
ア
レ
ル
ゲ
ン（
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
）と
な
る
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
で
す
。
花
粉
が
つ
い
た
鼻
粘

膜
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
き
て
炎
症

を
起
こ
し
、
粘
液
を
出
し
た
り
、
く
し

ゃ
み
を
誘
発
し
た
り
し
て
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
体
外
に
出
そ
う
と
す
る
反
応
が
起
き

ま
す
。
こ
の
症
状
が
「
く
し
ゃ
み
」「
鼻

水
」「
鼻
づ
ま
り
」
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

　
花
粉
症
は
「
な
る
人
」「
な
ら
な
い
人
」

が
い
ま
す
。
花
粉
症
は
、
体
内
の
血
液

の
流
れ
や
質
、
水
分
の
状
態
、
そ
し
て

血
液
や
水
分
を
全
身
に
行
き
渡
ら
せ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
不
足
で
発
症
し
ま
す
。

花
粉
症
で
つ
ら
い
、
そ
ん
な
時
、
体
の

中
で
は
体
内
環
境
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

な
っ
て
い
る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

現
代
人
は
特
に
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
に
よ

る
体
内
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

◆ 

体
内
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
は

　 

取
れ
て
い
ま
す
か
？

　
次
の
項
目
の
中
で
、
心
当
た
り
の
項

目
が
多
い
ほ
ど
花
粉
症
が
起
き
や
す
く
、

ま
た
は
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
睡
眠
不
足
で
、
不
平
不
満
を
感
じ
る

こ
と
が
多
い

②
食
事
が
不
規
則
で
、
外
食
や
加
工
食

品
が
多
い

③
冷
た
い
物
を
よ
く
飲
む

④
お
刺
身
な
ど
、
生
も
の
が
好
き

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
を
よ
く
飲
む

⑥
運
動
不
足
で
あ
る

⑦
甘
い
物
を
よ
く
食
べ
る

⑧
家
族
に
花
粉
症
の
人
が
い
る

　
生
活
習
慣
が
乱
れ
て
い
て
も
花
粉
症

に
な
ら
な
い
人
と
な
る
人
の
差
は
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
か
ど
う
か
が
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

◆ 

花
粉
症
を
防
ぐ
に
は
…

　
花
粉
症
を
日
常
生
活
の
中
で
防
ぐ
に

は
、
体
調
を
整
え
、
鼻
や
目
の
粘
膜
に

花
粉
が
つ
く
の
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で

す
。

体
調
を
整
え
る

・
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
事
を
と
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
度
に
と
る

・
室
内
で
適
度
な
運
動
を
す
る

・
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

る
花
粉
の
接
触
を
防
ぐ

・
鼻
や
口
を
使
い
捨
て
マ
ス
ク
な
ど
で

し
っ
か
り
覆
う

・
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
で
眼
に
花
粉
が
触
れ

な
い
よ
う
に
す
る

・
帽
子
で
髪
に
花
粉
が
つ
か
な
い
よ
う

に
す
る

・
家
に
入
る
時
は
衣
服
の
花
粉
を
落
と

す
・
花
粉
シ
ー
ズ
ン
中
は
外
に
衣
服
や
布

団
を
干
さ
な
い

花
粉
を
洗
い
流
す

・
外
出
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
、
洗
顔

を
す
る

・
鼻
う
が
い
（
機
器
な
ど
に
よ
る
鼻
の

洗
浄
）
も
効
果
的
（
た
だ
し
、
水
道

水
で
は
な
く
、
生
理
食
塩
水
や
市
販

の
鼻
う
が
い
水
で
行
う
）

・
鼻
水
は
す
す
ら
ず
、
力
ま
ず
に
か
ん

で
体
外
へ
出
す

◆ 

も
し
花
粉
症
に
な
っ
た
ら
…

　
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
花
粉
症
の
治
療
は
耳
鼻
科
、
眼
科
、

内
科
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
診
療
科
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
症
の
症
状
だ

と
思
っ
て
い
た
の
が
、
実
は
違
う
病
気

が
原
因
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
鼻
や
眼
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

専
門
医
に
症
状
の
原
因
を
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
健
康
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
、
こ
の

辛
い
時
期
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

問

こ
れ
か
ら
の
時
期
、つ
ら
い
で
す
よ
ね
。

花
粉
症
・・・
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介護保険サービスについて
介護保険広報シリーズ煦ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　要介護認定を受けて、要支援1・2、要介護1～5になった方は介護保険サービスを利用す
ることができます。在宅サービスはケアマネジャーに相談し、ケアプラン（1カ月のサービ
ス計画表）を作成してもらいます。（作成に利用者負担はありません。また、ケアプランは自
己作成することもできます。）地域密着型サービス・施設サービスは各施設に、入所や利用
について相談してください。

※各項目の内容は要介護1～5の方の記載を基本としています。要支援1・2の方は利用でき
ない記載がない限りは【介護予防】を目的としたサービスとなります。

※利用者負担は、原則としてサービス費用の1割です。

要支援1・2の方が利用できるサービス（予防給付）

要介護1～5の方が利用できるサービス（介護給付）

＜在宅サービス＞
サービスの種類 内　　　　　　　　　容

通所介護
（デイサービス）

通所介護施設で、食事、入浴などの日常生活上の支援や、生活
行為向上のための支援を受けます。（日帰り）

通所リハビリテーション
（デイケア）

老人保健施設や医療機関などで、食事、入浴などの日常生活上の支
援や生活行為向上のためのリハビリテーションを受けます。（日帰り）

通
所
し
て
利
用

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、排せつ、食事などの身
体介護や調理、洗濯などの生活援助を行います。通院などを目
的とした、乗降介助も利用できます。
※通院乗降介助は要支援1・2の方は利用できません。

訪問入浴介護 介護士と看護師が移動入浴車で家庭を訪問し、入浴介護を行います。

訪問リハビリテーション 居宅での生活行為を向上させるために、理学療法士や作業療法
士、言語聴覚士が訪問によるリハビリテーションを行います。

訪問看護 疾病などを抱えている方について、看護師が居宅を訪問して、
療養上の世話や診療の補助を行います。

居宅療養管理指導 医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士などが居宅を訪問し、療
養上の管理や指導を行います。

訪
問
を
受
け
て
利
用

福祉用具貸与
日常生活の自立を助けるための福祉用具を貸与します。
※要支援1・2および要介護1の方には、その状態像から想定

しにくい種目（車いすなど）は、原則、保険給付の対象外です。

特定福祉用具販売
（福祉用具購入費支給）

入浴や排せつなどに使用する福祉用具を販売し、年間10万円
を上限にその購入費を支給します。
※指定事業者から購入した場合のみ対象です。

住宅改修費支給
手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をした際、20万
円を上限に費用を支給します。
※事前申請が必要です。

居
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

＜在宅サービス＞

＜地域密着型サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

短期入所生活介護
／療養介護

（ショートステイ）

福祉施設や医療施設に短期入所して、日常生活上の支援や機能
訓練などが受けられます。
※複数の事業者が連携して、緊急の短期入所利用に対応するた

めの体制を確保します。（緊急短期入所ネットワーク）

短
期
間
入
所

特定施設入居者
生活介護

ケアハウス・有料老人ホームなどに入居している高齢者に、日
常生活上の支援や介護を提供します。
※生活相談やケアプランの作成は施設で行い、サービスは外部

の事業者が提供する外部サービスを利用する施設もあります。

在
宅
に
近
い
暮
ら
し

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

※原則として他市町村の事業所は利用できません。

※要支援1・2の方は利用できません。

地
元
で
の
暮
ら
し

＜施設サービス＞

サービスの種類 内　　　　　　　　　容

施
設
に
入
所

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常時介護が必要で居宅での生活が困難な方が入所して、日常生
活上の支援や介護を行います。

介護老人保健施設
（老人保健施設）

状態が安定している方が在宅復帰できるよう、リハビリテーシ
ョンを中心としたケアを行います。

小規模多機能型居宅介護
「通所サービス」を中心に「訪問」や「泊まり」を組み合わせ、本人
の心身の状況や希望に応じ、介護や機能訓練などを行います。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症高齢者が、共同生活住居で介護を受けながら、機能訓練を
行うことにより、能力に応じた日常生活を営めるようにするものです。
※要支援1の方は利用できません。

介護療養型医療施設
（療養病床など）

急性期の治療を終え、長期の療養を必要とする方に、医療施設
で療養上の管理や介護を行います。

高齢者の介護サービス・介護保険に関する相談は
黒潮町地域包括支援センターへ
高齢者の介護サービス・介護保険に関する相談は
黒潮町地域包括支援センターへ
高齢者の介護サービス・介護保険に関する相談は
黒潮町地域包括支援センターへ

　地域包括支援センターは、介護や健康、医療などさまざまな面か
ら、地域で暮らす高齢のみなさんを支えるための拠点です。
　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、関係機関・専門
家と力を合わせて支援します。

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

◆お問い合わせ・ご相談  黒潮町地域包括支援センター  蕁43－2240（直通）
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

～ 平成23年度黒潮町国保の運営状況（見込み）について ～

○お問い合わせ　【本　　庁】健康福祉課 国保係　　　　　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

【歳入内訳】 （千円）

【歳出内訳】 （千円）

【基金残高の動向】 （千円）

（千円）

（千円）

国保税

330,895

国庫支出金

548,825

県支出金

85,170

交付金

704,037

繰入金

158,355

その他

9,449

基　金

21,122

合　計

1,857,853

総務費

60,066

医療費

1,273,427

拠出金

213,614

支援金・納付金

317,619

保健事業

15,282

その他

20,767

合　計

1,900,775

18年度末

182,661

19年度末

229,531

20年度末

239,318

21年度末

212,070

22年度末

21,122

23年度末

0

【 歳　　入 】

国
保
税

0

200,000

400,000

600,000

800,000

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

交
付
金

繰
入
金

そ
の
他

基
　
金

【 歳　　出 】

総
務
費

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

医
療
費

拠
出
金

支
援
金
・
納
付
金

保
健
事
業

そ
の
他

　黒潮町の国民健康保険に加入している方は、平成23年12月31日現在、人口12,839
人中4,638人で、加入率は36.12％となっています。加入者数は、少子高齢化などの影
響により、町の人口同様、年々減少傾向にあります。
　また、国保会計については、歳入1,857,857千円に対し、歳出が1,900,775千円と
なる見込みで、基金を全額取り崩しても約42,000千円の財源不足が予測されます。歳
出のほとんどを占める医療費については、年度末までに1,273,427千円まで上る見込
みで、ひと月あたりでは約1億円かかっていることになります。
　昨年度の医療費決算が1,138,977千円でしたので、今年度は医療費が非常に多い年
になりそうです。
　国保会計の健全化に向け、医療費の抑制
や国保税率の改正など、さらなる対策に迫
られている状況です。

一時は2億円を超える基金がありましたが、23年度の取り崩しにより残高は0円となります。
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
69

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
！

　
災
害
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
定
の

知
識
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
『
防

災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
が
１
月

１５

日
か
ら
全
３
講
座
の
内
容
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
５
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

１６
名
の
方
が
全
過
程
を
修
了
さ
れ
、
地

域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
町
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
第
１
講
座
で
は
、
高
知
地
方
気
象
台

の
北
村
さ
ん
ら
を
講
師
に
迎
え
、
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
は
、
ど
ん

な
場
所
で
何
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
な
ど
、
南
海
地
震
の
仕
組
み
や
日

頃
起
こ
り
や
す
い
台
風
、
大
雨
と
い
っ

た
風
水
害
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
講
座
は
普
通
救
命
講
習
と
し
て
、

黒
潮
消
防
署
員
よ
り
救
命
に
関
す
る
知

識
と
技
能
を
身
に
付
け
行
動
で
き
る
よ

う
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
３
講
座
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
兵
庫
県
淡
路
島
の
淡
路
市
で
実
際

に
体
験
し
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の

災
害
対
応
に
当
た
ら
れ
た
経
験
を
持
つ

野
島
断
層
保
存
館
副
館
長
の
米
山
正
幸

さ
ん
に
、
当
時
の
様
子
を
ふ
ま
え
、
被

災
し
た
直
後
の
災
害
活
動
や
、
大
き
な

災
害
時
に
は
日
ご
ろ
の
活
動
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と

い
っ
た
今
後
の
備
え
に
つ
い
て
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

実
技
講
習
と
し
て
、
日
本
防
災
士
会
高

知
支
部
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、
搬
送
方

法
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
身
の
回
り
に
あ

る
物
の
便
利
な
利
用
法
な
ど
、
災
害
時

に
地
域
で
役
立
つ
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
南
海
地
震
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の

備
え
が
大
き
な
効
果
を
生
み
、
備
え
る

人
が
増
え
る
こ
と
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も

次
の
機
会
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
庭
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
で
は
、
育
成
資
金
の
貸
付
や
介
護
料

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
育
成
資
金
の
貸
付
は
、
自
動
車
事
故

が
原
因
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、
重

度
の
後
遺
障
害
を
残
し
た
り
し
て
、
生

活
困
窮
と
な
っ
た
家
庭
の
児
童
（
中
学

生
以
下
）
に
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の

経
済
的
手
助
け
を
行
う
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
介
護
料
は
、
自
動
車
事
故
が

原
因
で
重
度
の
後
遺
障
害
と
な
り
、
介

護
の
必
要
な
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
金
額

【
育
成
資
金
貸
付
額
】

・
一
時
金
　
　
　

１５
万
５
０
０
０
円

・
入
学
支
度
金
　
４
万
４
０
０
０
円

・
月
額
　
　
　
　
２
万
円

【
介
護
料
支
給
】

・
重
度
後
遺
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
支

給
額
は
異
な
り
ま
す
。

　（
月
額
　
約
３
万
円
〜

１３
万
円
程
度
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
 

　
独
立
行
政
法
人 

自
動
車
事
故
対
策
機
構

蕁
０
８
８
―
８
３
１
―
１
８
１
７

第1講座　災害知識を学ぶ

第2講座　救命技術を学ぶ

第3講座　災害時に役立つ技術を学ぶ
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桜
は
、
市
野
瀬
地
区
の
福
泉
寺
境
内

に
あ
り
ま
す
。

　
福
泉
寺
は
国
道

５６
号
線
、
片
坂
の
登

り
口
辺
り
の
す
ぐ
下
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　
境
内
に
行
く
に
は
、
市
野
瀬
地
区
に

入
り
、
川
沿
い
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
進

ん
で
く
だ
さ
い
。
奥
ま
っ
た
所
に
あ
る

橋
の
そ
ば
に
案
内
板
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
左
手
の
坂
道
を
歩
い
て
登
る
と
小
高

く
な
っ
て
い
る
境
内
に
着
き
ま
す
。

※
昭
和

５０（
１
９
７
５
）年
佐
賀
町
文
化

財
指
定
。

・
樹
　
　
齢
　
　
４
０
０
年（
推
定
）

・
胸
高
直
径
　
　
１
５
０
㎝

・
樹
　
　
高
　
　

１２
ｍ

　
大
変
立
派
な
木
で
す
。

　
木
の
下
に
立
つ
と
、
他
の
木
と
の
大

き
さ
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
木
の
経
て

き
た
長
い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　
桜
は
、
古
く
か
ら
福
泉
寺
の
銘
木
と

し
て
、
地
域
住
民
の
手
に
よ
り
大
事
に

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
も
、
寺
境
内
は
、
地
区
の
人
の
手

に
よ
り
、
い
つ
も
き
れ
い
に
下
草
が
刈

ら
れ
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
管
理
は
、
地
区
の
住
民
の
輪
番
に
よ

る
５
人
当
人
制
で
、
当
人
が
桜
の
下
草

刈
り
、
寺
の
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
努
力
が
あ
る
か
ら
桜
が
４
０
０

年
も
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
地
区
で
は
４
月
の
第
１
日
曜

日
に
は
、
桜
の
花
の
下
、
地
区
総
出
で

敬
老
会
を
行
う
そ
う
で
す
。

　
桜
の
見
ご
ろ
は
、
３
月
の
終
わ
り
か

ら
４
月
の
初
め
頃
で
、
通
常
の
山
桜
よ

り
は
少
し
遅
く
咲
く
そ
う
で
す
。

　
山
桜
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
こ
ろ
に
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。４
０
０

年
咲
い
て
き
た
桜
に
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
遠
く
国
道
か
ら
眺
め
る
の
も
い
い
で

す
が
、
近
く
で
木
の
存
在
を
感
じ
な
が

ら
見
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ま
た
、
市
野
瀬
地
区
か
ら
車
で

１０
分

ほ
ど
山
の
方
に
入
っ
た
所
に
、
轟
の
滝

と
い
う
名
所
も
あ
り
ま
す
。

　
桜
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　
佐
賀
町
農
民
史
に
よ
る
と
、
福
泉
寺

は
す
で
に
慶
長
時
代（
１
６
０
０
年
頃
）

に
町
内
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
お
り
、
大
変
歴
史
の
古
い
お

寺
で
す
。

　
市
野
瀬
地
区
で
は
、

１０
年
ほ
ど
前
か

ら
仏
合
蔡
と
し
て
、
福
泉
寺
を
は
じ
め
、

お
大
師
様
、
不
動
様
、
子
宝
地
蔵
を
一

緒
に
、
２
月

２４
日
と
７
月

２４
日
の
、
そ

れ
ぞ
れ
一
番
近
い
日
曜
日
に
お
祭
り
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
進
行
も
当
人

が
務
め
ま
す
。

　
寺
も
桜
と
同
様
、
地
区
に
よ
り
大
事

に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.12

福
泉
寺
の『
桜
』

■ 

福
泉
寺

ふ
く
せ
ん

じ

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

ふ
く

と
ど
ろ

た
き

せ
ん

じ

ふ
く

せ
ん

じ

■ 

桜
の
紹
介

■ 

桜
の
管
理

■ 

花
の
見
ご
ろ
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指
定
学
校
の
変
更

（
校
区
外
就
学
）
に
つ
い
て

　
黒
潮
町
で
は
、
平
成

２４
年
度

黒
潮
町
立
小
・
中
学
校
へ
の
就

学
予
定
者
に
入
学
通
知
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

　
児
童
の
就
学
校
は
、
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
い
た
住
所
に
よ

っ
て
、
教
育
委
員
会
が
指
定
し

ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の
申

し
立
て
に
よ
り
、
指
定
学
校
を

変
更
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

認
め
ら
れ
た
場
合
（
地
理
的
条

件
や
中
学
校
の
部
活
動
な
ど
、

下
記
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
場

合
）
は
、
黒
潮
町
内
の
ほ
か
の

学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
就
学
校
の
変
更

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

■黒潮町通学校区（区域）外通学許可基準

No. 事由 許可基準 対象学年 許可期間 添付書類

1
学期途中で転居した場合で、引き
続き在籍していた学校に就学する
場合（通学可能な場合に限る）

学期途中で転居し
た場合

原則転居した学
期末までとし最
長卒業まで

住民票異動届の写し
小中学校
全学年

6
兄姉がすでに指定学校の変更の許
可を受けている場合で弟妹が一緒
の学校に就学する場合

兄姉と同じ学校の
場合

卒業まで 指定学校変更許可通知書の
写し

小中学校
全学年

10
上記以外で、特に教育委員会が保
護者の申し立てにやむをえない理
由があると認められる場合

特別な事情の場合
必要と認められ
る期間�

小中学校
全学年

2

保護者が共働きなどで留守になる家
庭で、放課後の児童安全確保が困難
なため、祖父母宅などの住所に基づ
く通学区域の小学校に就学する場合

留守家庭の場合
事由が解消する
までとし最長卒
業まで

勤務証明書、保護承諾書な
どで必要性が証明できる物

小学校
全学年

3

近い将来（おおむね6カ月以内）転
居することが確定しており、あら
かじめ転居先の住所に基づく通学
区域の学校に就学する場合

転居予定の場合
住民票異動日ま
で（原則6カ月
以内）

建築確認通知書の写し、売
買契約書の写し、賃貸借契
約書の写しなど確認できる
書類

小中学校
全学年

5

中学校に進学する場合で、小学校で
すでに通学区域外の就学が許可され
ており、引き続き卒業する小学校のあ
る通学区域の中学校に就学する場合

指定学校の変更を
継続する場合

原則学年末まで
とし最長卒業ま
で

指定学校変更許可通知書の
写し

小学校
6年生

7

中学校に進学する場合で、指定学
校に希望する部活動がない場合（原
則隣接する通学区域にある中学校
の希望する部活動に入部する場合）

部活動がない場合 卒業まで 在籍学校長の意見書など
小学校
6年生

8

いじめや登校拒否、家庭の事情に
より住民票の異動ができないなど、
指定学校を変更することが適当と
認められる場合

教育上の配慮の場
合

必要と認められ
る期間

在籍学校長の意見書、賃貸
借契約書の写し、民生委員
などによる居住証明書など

小中学校
全学年

9

通学区域の境界付近に居住している
場合などで、本来の指定学校と隣接
する指定学校までの通学距離や安全
面を考慮して変更を認められる場合

地理的事情の場合 卒業まで
小中学校
全学年

4

児童生徒の障がいや病気、虚弱な
どで通学距離、通学途中の安全確
保、病気治療などのため、その事
情に相応した通学区域外の学校に
通学することが適当であると認め
られる場合

心身の理由の場合
心身の理由が回
復するまでまた
は卒業まで

就学指導委員会の答申、医
師の診断書などの証明でき
る書類

小中学校
全学年

問
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

住民基本台帳法の一部を改正する法律により、
外国人住民にも住民票が作成されることになりました。

この法律が施行されるのは、2012（平成24）年7月9日です。
同時に、外国人登録法（※）は廃止になります。

現在日本に在留している外国人は、何か手続きをしないと住民票
は作成されないのですか。

一定の条件を満たす外国人については原則手続きの必要はなく、外国人登録原票に
基づき仮住民票を作成しますので、外国人登録の手続きは正確に行ってください。
仮住民票作成後、本人に通知しますので、内容を確認してください。

※外国人登録法…在留外国人の居住や身分などを公正に管理することを目的として、日本に在留する外国人に
対して、居住している市町村に身分事項や居住地などを届け出る外国人登録を行うことを定めた法律です。

■ 外国人住民の方の利便性がこんなに向上します！

■ 外国人住民の住民基本台帳制度

1.

★詳しくは、総務省のホームページをご覧ください。

○お問い合わせ　本庁　住民課　住基戸籍係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　佐賀支所　地域住民課　総合窓口第2係　蕁55－3701（直通）

http：//www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c－gyousei/zairyu.html

日本人と外国人とで構成される世帯の全員が記載された
証明書（住民票の写しなど）が、発行可能になります。

2. 住所変更の届出により、同時に国民健康保険などの届出
があったとみなされ、従来に比べて届出の簡素化が図ら
れます。

3. 在留資格や在留期間の変更について、従来、地方入国管理局と市町村の両方に必要だった届出が地方入国
管理局のみへの届出で済みます。

外国人の夫（妻）と日本で生活しています。現在、私の住民票上の世帯主は私自身（本
人）となっていますが、新しい制度では、世帯主を夫（妻）にすることは可能ですか。

可能です。新制度では、外国人住民にも住民票が作成され、日本人と外国人住民の住民
票が世帯ごとに編成されるため、外国人住民を世帯主とすることも可能になります。な
お、その際、日本人の住民票の世帯主との続柄を「妻（夫）」に修正することになります。

新しい制度では、引っ越しをした時には外国人も転出の届出が必
要になるって本当ですか。

新制度では、日本人と同様に、外国人住民も転出地の市町村に転出届をして転出証明書の
交付を受けた後、転入先の市町村で当該転出証明書を添えて転入届をすることになります。



広報くろしお  №72　2012（平成24）年3月号澎

 
春
は
お
引
っ
越
し
の
季
節
で
す
。

 
住
所
を
変
え
る
と
き
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
次
の
も
の
を
お
持
ち
に
な

り
、
役
場
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
に
は
届
出
人
の
認
印
、

お
よ
び
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許

証
、
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
世
帯
以
外
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合

に
は
、
委
任
状
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
転
出

 
黒
潮
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
引
越
し
す
る
ま
で
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
予
定
日

・
転
出
先
の
住
所

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

◆
転
入

 
他
の
市
町
村
か
ら
黒
潮
町
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
住
み
始
め
て
か
ら

１４
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
前
住
所
地
の
市
町
村
役
場
が
発
行
し

た
転
出
証
明
書

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

・
障
が
い
者
手
帳

◆
転
居

 
町
内
で
住
所
を
移
す
と
き
は
、
引
越

し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
手
帳

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
障
が
い
者
手
帳

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

 
 

本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

 
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
項
目

◆
登
録

　
生
後

９１
日
以
上
の
犬
は
市
町
村
へ
の

登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
死
亡

　
登
録
市
町
村
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

◆
転
入
・
転
出
・
転
居

　
転
入
先
の
市
町
村
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

 
犬
の
死
亡
や
転
入
・
転
出
の
届
出
が

な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
ま
ま
と
な
り
、
お
知
ら
せ
の
お
手

紙
な
ど
を
送
付
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
転
居
の
際
に
も
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

 
 

本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

 
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
 

総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

 
黒
潮
町
で
は
、
乾
電
池
は
家
庭
ご
み

と
し
て
、
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

処
理
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
携
帯
電
話
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る

充
電
可
能
な
電
池
は
、
乾
電
池
で
は
な

く
「
小
形
充
電
式
電
池
」
で
す
。

　
他
県
に
お
い
て
、
家
庭
ご
み
の
中
に

混
ざ
っ
て
い
た
小
形
充
電
式
電
池
が
原

因
で
出
火
し
た
火
災
事
故
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
形
充
電
式
電
池
は
、
最
寄
り
の
「
リ

サ
イ
ク
ル
協
力
店
」
に
お
持
ち
い
た
だ

き
、
絶
縁
し
て
「
小
形
充
電
式
電
池
リ

サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
に
入
れ
る
か
、
機

器
（
携
帯
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な

ど
）
と
一
緒
に
回
収
す
る
仕
組
み
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 
 

一
般
社
団
法
人 

Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ

 
 
蕁
０
３
―
６
４
０
３
―
５
６
７
３

 
 

黒
潮
町
役
場 

住
民
課
 

 
 

環
境
保
全
係

 
 
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

住
所
異
動
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か

犬
の
登
録
な
ど
手
続
き
に
つ
い
て

小
形
充
電
式
電
池
の
処
分
方
法

問

問

問

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
行
政
相
談
員
な
ど
が
受
け
る

相
談
所
を
開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
の

負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
心
配
ご
と
、
地

域
で
の
も
め
ご
と
、
人
権
侵
害
や
行
政

に
関
す
る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の

秘
密
は
必
ず
守
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。

安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  
 

本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公

共
用
水
域
の
水
質
汚
染
の
防
止
と
快
適

な
生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
、
平

成
２４
年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内（
予
算
到
達
時
点
で
終
了
）で
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
補
助
金
交

付
申
請
を
行
い
、
そ
の
内
容
審
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日（
月
）

補
助
金
額

・
５
人
槽
　
　
　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　
　

５４
万
８
０
０
０
円

 
本
庁 

住
民
課 

衛
生
施
設
整
備
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、黒
潮
町
情
報
セ
ン
タ
ー

運
営
の
た
め
の
嘱
託
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
１
名

職
種

　
黒
潮
町
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
事
務

募
集
人
材

黒
潮
町
の
地
域
活
性
化
に
意
欲
の
あ

る
方

契
約
期
間

　
４
月
１
日
〜
平
成

２５
年
３
月

３１
日

資
格昭

和
２７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

勤
務
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

勤
務
日
数
　
月

１８
日
勤
務

報
酬
な
ど
　
月
額

１５
万
１
０
０
０
円

提
出
書
類

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
可
・
写
真
貼

付
・
必
ず
自
筆
で
記
入
）

・
小
論
文
課
題

「
黒
潮
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に

つ
い
て
」（
１
０
０
０
字
以
内
）

応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

※
３
月

１９
日（
月
）午
後
５
時
必
着

応
募
先

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

　
黒
潮
町
役
場 

総
務
課 

情
報
推
進
係

選
考
方
法

　
第
１
次
試
験
（
書
類
選
考
）

　
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

※
受
験
者
に
は
、
結
果
を
文
書
で
通
知

し
ま
す
。
ま
た
、
第
１
次
試
験
合
格

者
に
は
、
第
２
次
試
験
要
領
を
同
時

に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
留
意
事
項

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
本
庁 

総
務
課 

情
報
推
進
係

蕁
４
３
―
２
１
８
８（
直
通
）

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
請
求
の
受
付
は
、
３
月

３１
日（
土
）ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支
給

の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地

域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
２２
年
６
月

１６
日
時
点
で
ご
存
命
の
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
お
よ
び
そ
の
相
続

人
。

問

問

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

交
付
申
請
に
つ
い
て

黒
潮
町
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営

嘱
託
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

月　日 時　　間 会　　場

午前10時～正午

3月9日
（金）

大方橘川集会所

午後1時～3時 馬荷老人憩の家

申
・
問

浄化槽

NETWORK

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
方
へ

特
別
給
付
金
請
求
は
３
月
末
ま
で
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宝くじは、広く社会に
役立てられています。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
馬
荷
地
区
が
資
機
材
を
整
備

　
【
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
】

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
馬
荷
地
区

自
主
防
災
組
織
に
担
架
や
リ
ヤ
カ
ー
な

ど
、
災
害
時
や
防
災
訓
練
、
防
災
学
習

で
使
用
す
る
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
馬
荷
地
区
は
南
北
に
長
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
落
が
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
下
馬
荷
、
中
馬
荷
、
福
堂
の
各
集

会
所
に
分
散
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
馬
荷
地
区
自
主
防
災
組
織
は
平
成

１６

年
度
に
設
立
さ
れ
、
地
区
運
動
会
に
防

災
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
む
な
ど
、
独

自
に
活
発
な
自
主
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た

資
機
材
を
活
用
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た

訓
練
や
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

　
　
本
庁 

総
務
課 

消
防
防
災
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

問

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

資機材全体写真

馬荷地区運動会の様子
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まちの掲示板まちの掲示板

　
「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、将
来
が
不
安
」

「
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
子
ど
も
の
将
来
が

心
配
」「
親
の
た
め
に
使
お
う
と
思
う
け

ど
、親
名
義
の
預
貯
金
が
お
ろ
せ
な
い
」…
。

こ
ん
な
心
配
ご
と
の
た
め
の
個
別
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月

１７
日（
土
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館 

１
階

　
　
　
大
会
議
室

　
　
　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２
）

主
催
　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
高
知
県
支
部
、

高
知
県
行
政
書
士
会

　
　
高
知
県
行
政
書
士
会
幡
多
支
部

　
 

（
担
当
・
西
川
）

蕁
３
１
―
０
０
７
７

　　
四
国
財
務
局
に
は
、
安
心
し
て
相
談

で
き
る
、
国
の
「
相
談
窓
口
」
が
あ
り

ま
す
。
お
金
に
関
す
る
問
題
は
必
ず
解

決
で
き
ま
す
。
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引
き
継

ぎ
も
行
っ
て
い
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
。
相
談
料
無
料
。

※
個
人
事
業
者
の
方
か
ら
の
ご
相
談
や
、

家
計
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

四
国
財
務
局 

財
務
広
報
相
談
官
 

多
重
債
務
相
談
員

　
　（
高
松
市
中
野
町

２６
―
１
）

蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
２
１
５
５

　
高
知
県
宅
建
協
会
で
は
、
不
動
産
・

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て

当
会
の
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る

無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
月

１８
日（
水
）午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館 

３
階 

小
会
議
室
Ⅱ

　
　
　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２
）

　
　
社
団
法
人

　
　
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
２
０
０
１

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
法
律
問
題
・

将
来
の
財
産
管
理
や
相
続
問
題
な
ど
、

遺
言
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
講
演

会
や
、
相
談
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
無
料
。

日
時
　
３
月

２１
日（
水
）午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　（
受
付
　
午
後
０
時

３０
分
〜
）

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２
）

【
第
１
部
】
午
後
１
時
〜
３
時

○
講
演
会

　
講
師
　
司
法
書
士
　
田
中
　
勇
さ
ん

（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
高
知
支
部
長
）

【
第
２
部
】
午
後
３
時
〜
５
時

○
ケ
ー
ス
検
討
会

　
出
席
者
／
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
・

　
　
　
　
　
そ
の
他

○
相
談
会

　
相
談
員
／
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

主
催
　
高
知
県
司
法
書
士
会
、
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
高

知
支
部
、
高
知
県
社
会
福
祉
士
会

　
　
高
知
県
司
法
書
士
会

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
３
１
３
１

 　
「
し
ご
と
体
験
講
習
」
と
は
、
若
年

者
（

３９
歳
ま
で
）
の
未
就
職
者
で
、
し

ご
と
を
お
探
し
の
方
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
求
人
中
の
企
業
で
短
期
間
、
実
際

の
し
ご
と
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
求

職
者
と
企
業
と
の
相
互
理
解
を
深
め
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
防
止
し
、
互
い
に
ぴ
っ
た

り
の
就
職
に
つ
な
げ
る
た
め
に
お
役
立

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
講
習
期
間
は
最
大
で
７
日
。
期
間
中
、

求
職
者
の
方
に
は
、
１
日
講
習
時
間

が
４
時
間
未
満
の
場
合
は
１
日
当
た

り
２
５
７
０
円
、
４
時
間
以
上
８
時

間
以
内
の
場
合
は
１
日
当
た
り
５
１

４
０
円
の
「
し
ご
と
体
験
講
習
手
当
」

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
講
習
終
了
後
の
雇
用
を
約
束
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
幡
多
サ
テ

ラ
イ
ト（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
）

　
　
蕁
３
４
―
６
８
６
０

（
火
・
木
・
土
曜
日
／
午
前

１１
時

〜
午
後
７
時
）

問

問問

問

問

成
年
後
見
制
度
　
無
料
相
談
会

借
金
な
ん
で
も
相
談

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

相 

談

お
し
ら
せ

遺
言
と
成
年
後
見
制
度

講
演
会
・
ケ
ー
ス
検
討
会
・
相
談
会

若
年
者
で
仕
事
を
お
探
し
の
方

「
し
ご
と
体
験
講
習
」
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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春
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
、
お
寺
で
あ
り
が
た
い

お
説
教
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
第
２
回
】

目
的
地
　
岩
本
寺
（
四
万
十
町
茂
串
町
）

日
程
　
３
月

３１
日（
土
）

中
村
駅
〜（
列
車
）〜
窪
川
駅
〜（
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
）〜
岩
本
寺
（
岩
本
寺
に
て

昼
食
・
説
教
）

※
中
村
駅
午
前

１１
時

１１
分
発
の
特
急
列

車
で
出
発
し
ま
す
。
乗
降
す
る
駅
は

お
申
し
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
弁
当
・
保
険
代
　
１
０
０
０
円

募
集
定
員
　

２０
名（
先
着
順
）

募
集
開
始
　
３
月
１
日（
木
）

申
込
方
法
　
左
記
へ
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知

西
南
交
通
バ
ス
　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村

駅
事
務
所
内
）

 
蕁
３
５
―
４
９
６
２

　（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

　
人
事
院
で
は
、
平
成

２４
年
度
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
試
験
に
よ
り
、
申
込
受
付
期
間
や
試

験
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
採
用
試
験

の
詳
し
い
情
報
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
名
　
※
試
験
日
順

【
大
学
以
上
卒
業
程
度
】

総
合
職
試
験
・
航
空
管
制
官
・
法
務
省

専
門
職
員（
人
間
科
学
）・
国
税
専
門
官
・

労
働
基
準
監
督
官
・
財
務
専
門
官
・
皇

宮
護
衛
官
・
食
品
衛
生
監
視
員
・
一
般

職
試
験

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
学
校
学
生（
特
別
）・
一
般
職

試
験
・
税
務
職
員
・
刑
務
官
・
海
上
保

安
学
校
学
生
・
皇
宮
護
衛
官
・
入
国
警

備
官
・
航
空
保
安
大
学
校
学
生
・
海
上

保
安
大
学
校
学
生
・
気
象
大
学
校
学
生

　
　
人
事
院
四
国
事
務
局

　
　（
〒
７
６
０
―
０
０
６
８

　
　
　
高
松
市
松
島
町
１
―

１７
―

３３
）

蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
４
７
６
５

蕭
０
８
７
―
８
３
１
―
５
３
１
５

　
　 

　http://w
w

w
.jinji.go.jp/

 　
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
が
可
能
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を

利
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
で
す
。

登
校
は
月
１
〜
２
回
。
３
年
間
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

募
集
内
容
　
高
等
学
校
普
通
科

募
集
対
象

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

・
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

・
高
等
学
校
中
退
者

申
込
方
法
　
請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書

と
願
書
を
お
届
け
し
、
出
願
受
付
順
に

書
類
選
考
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
限
　
４
月

２０
日（
金
）
必
着

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

　
　
蕁
０
４
２
―
５
７
３
―
８
１
１
１

　
　
薔
０
１
２
０
―
４
５
１
４
―
２
４

　
 

　 http://w
w

w
.n-gaku.jp/sch/

募 
集

春
！
　
の
り
の
り
支
援
隊
と

参
拝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　

参
加
者
募
集

平
成
２４
年
度
 

国
家
公
務
員
採
用
試
験

平
成
２４
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

高
等
学
校
の
生
徒
を
募
集
中
！

申
・
問

問

問

HP

HP

受験科目 予 備 自 衛 官 補

試　験　日
【1次試験】4月13日（金）～16日（月）
※いずれか1日を指定されます。

試　験　日 【1次試験】5月12日（土）

○お問い合わせ　自衛隊四万十地域事務所　蕁0880－35－3096

受験科目 自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

受付期限 4月4日（水） 受付期限 4月27日（金）

応募資格 平成24年7月1日現在、18歳以上34歳未満の方 応募資格 平成25年4月1日現在、22歳以上26歳未満の方

自  衛  官  募  集

　普段は、社会人として、それぞれの職業に従事しながら、
必要とされる練度を維持するため訓練招集に応じます。有
事には後方の警備や後方支援などの任務にあたります。

　自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パイロット要員含
む）として、必要な知識と技能を修得するために幹部候補
生学校にて教育を受けます。
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まちの掲示板まちの掲示板
（
１
月
９
日
／
佐
賀
）

　
黒
潮
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
黒

潮
町
教
育
委
員
会
の
主
催
。
佐
賀
中
学

校
前
を
ス
タ
ー
ト
し
県
道
中
土
佐
佐
賀

線
を
周
回
す
る
５
区
間
６
・
７
㎞
の
コ

ー
ス
で
、
町
内
外
か
ら
男
子
の
部

２０
チ

ー
ム
、
女
子
の
部

１５
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ

ン
参
加

６０
名
を
合
わ
せ
て
２
３
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
児
童
ら

は
練
習
し
て
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
各
区
間
好
タ
イ
ム
で
の
接
戦
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
沿
道
に
は
早
朝
か

ら
保
護
者
や
近
所
の
方
が
陣
取
り
、
懸

命
に
走
る
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

※
下
記
の
新
は
新
記
録
、タ
イ
は
タ
イ
記
録
。

【
男
子
の
部
】

　
１
位
　
中
村
小
学
校

　
２
位
　
中
村
南
小
学
校

　
３
位
　
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
５

【
女
子
の
部
】

　
１
位
　
中
村
南
小
学
校

　
２
位
　
中
村
小
学
校

　
３
位
　
東
山
ガ
ー
ル
ズ

【
区
間
賞
・
男
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

　
中
屋
友
那（
中
村
小
）　
　
 

５
分
００
秒

▼
２
区
／
１
・
４
㎞

　
石
本
　
匠（
中
村
小
）　
 
 

５
分
０７
秒

▼
３
区
／
１
・
３
㎞

　
櫻
内
新
也（
中
村
南
小
） 
 

４
分
５１
秒

▼
４
区
／
１
・
０
㎞

　
井
原
木
悠
人（
具
同
小
） 
 

３
分
５２
秒

▼
５
区
／
１
・
５
㎞

　
井
上
　
　
光（
具
同
小
） 
 

５
分
０９
秒

【
区
間
賞
・
女
子
】

▼
１
区
／
１
・
５
㎞

　
永
野
麻
尋（
佐
賀
小
Ａ
） 

 
５
分
２０
秒

▼
２
区
／
１
・
４
㎞
　
　

　
村
上
朋
華（
中
村
小
） 
 

 
５
分
２２
秒

▼
３
区
／
１
・
３
㎞

　
宮
地
陽
菜（
中
村
南
小
）
タ
イ
４
分
５０
秒

▼
４
区
／
１
・
０
㎞

　
池
川
実
優（
東
山
ガ
ー
ル
ズ
）
４
分
０１
秒

▼
５
区
／
１
・
５
㎞

　
饌
口
菜
月（
具
同
小
）
　
 

新
５
分
１４
秒

【
町
内
上
位
入
賞
者
】

▼
男
子
・
３
区

　
３
位
 

秋
田
天
晴（
田
ノ
口
小
）４
分
５７
秒

▼
女
子
・
４
区

　
２
位
　
明
神
妃
音（
佐
賀
小
Ａ
）４
分
０４
秒

▼
女
子
・
５
区

　
３
位
 

明
神
萌
花（
佐
賀
小
Ａ
）５
分
４４
秒

 （
１
月

２９
日
／
室
戸
市
〜
安
芸
市
）

 
室
戸
市
室
戸
岬
町
の
「
シ
レ
ス
ト
む

ろ
と
」
前
か
ら
安
芸
市
江
湖
川
橋
北
詰

め
ま
で
の
国
道

５５
号
コ
ー
ス
（
８
区
間

４６
・
５
㎞
）
で
行
わ
れ
た
県
市
町
村
対

抗
駅
伝
。

２４
市
町
村
か
ら

４１
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
黒
潮
町
Ａ
が
昨
年
度
を
上
回

り
、
見
事
６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
Ａ
は
前
半
４
区
間
を
８
位
で

ゴ
ー
ル
す
る
と
、
後
半
は
３
位
で
ス
タ

ー
ト
し
、
最
終
８
区
で
２
位
と
な
る
力

走
を
見
せ
総
合
６
位
。
黒
潮
町
Ｂ
も
総

合
３１
位
と
粘
り
ま
し
た
。
中
学
生
選
手

も
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
来
年
の
記
録
に
向
け
て
今
後
一

層
の
ご
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
黒
潮
町
Ａ
】

　
総
合
　
６
位
　
　
　

２
時
間
３２
分
５８
秒

　
前
半
　
８
位
　
　
　

１
時
間
１１
分
２９
秒

　
後
半
　
２
位
　
　
　

１
時
間
２１
分
２９
秒

▼
１
区
／
７
・
４
㎞

　
１０
位
　
田
中
智
也
　
　
　
　

２４
分
１７
秒

▼
２
区
／
６
・
７
㎞

　
６
位
　
宮
地
敏
行
　
　
　

　
２２
分
１３
秒

▼
３
区
／
２
・
８
㎞

　
５
位
　
永
野
裕
也（
大
方
中
）　８
分
４４
秒

▼
４
区
／
４
・
６
㎞

　
１５
位
　
芝
崎
　
綾
　
　
　
　

１６
分
１５
秒

▼
５
区
／
９
・
２
㎞

　
３
位
　
宮
脇
智
也
　
　

　
　
２９
分
２７
秒

▼
６
区
／
２
・
８
㎞

９
位
　
小
橋
優
太（
県
立
中
村
中
）９
分
１３
秒

▼
７
区
／
５
・
６
㎞

　
１１
位
　
下
谷
弘
樹
　
　
　

　
１９
分
２５
秒

▼
８
区
／
７
・
４
㎞

　
３
位
　
田
辺
有
彦
　
　
　

　
２３
分
２４
秒

　
※
ふ
る
さ
と
選
手
。
１０
年
連
続
出
場
。

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

第
６
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会

第
６０
回
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

第
６
位
　
入
賞
！

黒潮町Ｂチーム 黒潮町Aチーム
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まちの掲示板まちの掲示板

■ 子育てサークル「野原にいます」
★カウンセリングクラブ　まんまる①
　私が私でいるために・・・
日　時：3／10（土） 10：00～12：00
場　所：加持ふれあいセンター
講　師：松本敬子先生
参加費：500円
※このクラブは、会員のみ参加できます。入会希望者

は下記までご連絡ください。
★体験活動　陶芸教室
　粘土をこねて器を作ってみよう！
日　時：3／24（土）10：00～12：00
場　所：加持ふれあいセンター
講　師：日常屋
参加費：500円、申し込み必要（3／17（土）締切）
　　　　※粘土代（100g100円）は各自負担。
用意するもの：エプロン、手拭きタオル
　　　　　　　※汚れてもいい恰好でおいでください。
★お知らせ
　平成23年度は公益財団法人キリン福祉財団の助
成金をいただき、より幅広い活動を行うことができ
ました。サークル活動は続きますが、助成金を活用
しての活動は今回をもちまして終了します。ありが
とうございました。
　　　　地域子育て支援センター（大方中央保育所内）

蕁43－0512
申・問

「第27回高知大方シーサイドはだしマラソン大会」参加申込み受付中！
さわやかな初夏の潮風と太陽を胸いっぱいに吸い込んで、「はだし」で砂浜を走りましょう！

■ 開催日　　　　5月3日（木・祝）
■ 開・閉会式場　土佐西南大規模公園（大方地区）体育館
■ コース　　　　黒潮町入野海岸
■ 申込締切　　　3月16日（金）必着
■ 種目・参加料　親子ペアの部、夫婦ペアの部（4km）／4500円
　　　　　　　　個人の部（4km・6km）／3000円
■ お申し込み・お問い合わせ
　　はだしマラソン大会事務局（教育委員会内）　蕁55－3190

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS
3月17日（土）に、鉄道ダイヤの改正を行います

　土佐くろしお鉄道では、JRグループのダイヤ改正にあわせて、3月17日（土）にダイヤ改正を行います。主な
改正点は次のとおりです。詳しくは、近日中に配布予定の「土佐くろしお鉄道時刻表」をご覧ください。
●特急「あしずり54号」を廃止します

中村駅発21時50分⇒高知駅着23時37分の特急「あしずり54号」を廃止。中村駅発の高知行き特急列車
は中村駅発19時33分⇒高知駅着21時15分の特急「あしずり10号」が最終便になります。

●特急「南風」・「しまんと」の一部列車の運転区間を変更します
　高知駅で乗り換えをする場合が多くなります。　※乗り換えは同じホーム（1番のりば⇔2番のりば）です。
●列車の時刻を変更します
　その他の列車については、JR四国との時刻の調整などで、最大6分の時刻変更を行います。

【お問い合わせ】土佐くろしお鉄道株式会社　中村駅　蕁35－4961

サニーくん サンコちゃん

■ ジョブなしろ「春の花祭り」
　鉢花、グァバ製品などを特価で販売
します。お誘い合わせのうえぜひご来
園ください。
日　時：3／11（日）～18日（日） 
　　　　9：00～15：30
場　所：ジョブなしろ内ハウス（田野浦524）
　　　　※旧大方生華園内ハウス
　　就労支援事業所　ジョブなしろ  蕁43－0512

■ 日清食品カップ　第14回全国小学生
　クロスカントリーリレー（駅伝）研修大会
　大方JAC出場決定！
　昨年出場予定でしたが、東日
本大震災により大会が中止。今
回再度、高知県代表として出場
となりました。
　男女6名合計9㎞を全国の選
手と競い合います。
　応援よろしくお願いします。
と　き：3／18（日）
場　所：大阪・万博記念公園内特設コース

問
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文殊桜（小黒ノ川地区）

坂折地区

土佐西南大規模公園（佐賀地区）

蜷川地区（米原）

不破原地区

入野地区

文殊桜（小黒ノ川地区）

坂折地区

土佐西南大規模公園（佐賀地区）

蜷川地区（米原）

不破原地区

入野地区

文殊桜（小黒ノ川地区）

発電所施設前の広場

川沿いの桜の木も少しずつ成長して
きました。

公園内の駐車場周辺や芝生の広場
少し薄いピンクの桜です。

有井川から米原に
向かう道路沿い

国道56号沿いに
咲く大きな桜。

・忠霊塔広場
・大方サンシャイン付近の

通称“だんじょう”の山

町内で1番最初に開花を迎
える台湾桜です。他のサク
ラよりあでやかなピンク色
2月末～3月中旬までが見
頃です。

町内で1番最初に開花を迎
える台湾桜です。他のサク
ラよりあでやかなピンク色
2月末～3月中旬までが見
頃です。

小高い寺の境内にある
樹齢400年の桜です。

【関連記事12ページ】

小高い寺の境内にある
樹齢400年の桜です。

【関連記事12ページ】

福泉寺の桜（市野瀬地区）福泉寺の桜（市野瀬地区）福泉寺の桜（市野瀬地区）

発電所施設前の広場

坂折地区
川沿いの桜の木も少しずつ成長して
きました。

土佐西南大規模公園（佐賀地区）
公園内の駐車場周辺や芝生の広場
少し薄いピンクの桜です。

蜷川地区（米原）
有井川から米原に
向かう道路沿い

不破原地区
国道56号沿いに
咲く大きな桜。

入野地区
・忠霊塔広場
・大方サンシャイン付近の

通称“だんじょう”の山

〈5月イベント予定〉〈5月イベント予定〉〈5月イベント予定〉

馬荷地区馬荷地区
・馬荷（福堂）～大井川道沿い
・馬荷小学校横の県道途中、

四万十市との境界

馬荷地区
・馬荷（福堂）～大井川道沿い
・馬荷小学校横の県道途中、

四万十市との境界

田野浦地区田野浦地区
・観音さん（飯積山）
・県道周辺

田野浦地区
・観音さん（飯積山）
・県道周辺

黒潮町 春のお花見&イベントマップ黒潮町 春のお花見&イベントマップ黒潮町 春のお花見&イベントマップ黒潮町 春のお花見&イベントマップ黒潮町 春のお花見&イベントマップ

佐賀発電所（市野々川地区）佐賀発電所（市野々川地区）佐賀発電所（市野々川地区）

※詳しくは4月号に掲載します。

●Ｔシャツアート展　5／2（水）～5／6（日）綏　
●大方シーサイドはだしマラソン全国大会
　5／3（木）綏
●カツオと鯉のぼり川渡しフェスティバル
　5／3（木）　場所：坂折地区　伊与木川堤防絽
　〈川渡しは4月下旬から5月上旬まで行います〉

●幡多・マーケット「海辺の日曜市」 
　5／13（日） 9：00～14：00
　場所：土佐西南大規模公園（大方地区）体育館横綛
●はたフェス2012　5／19（土）～21（月）綏

絽

綏
綛

毎月第2日曜日
開催中！
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●冬姫　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟／著
●鮫島の豹　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌／著
●女の悩みはいつもマトリョーシカ　　　　室井　　滋／著
●南海地震は予知できる　　　　　　　　　中村不二夫／著
●センスがいいとほめられるインテリアのルール�
●太平洋戦争最後の証言　　　　　　　　　門田　隆将／著
●簡素な暮らしの家事手帳　　　　　　　　村川　協子／著
●大人の上品美爪塾　　　　　　　　　　　東條　汀留／著
●ともだちっこ　　　　　　　　　　　　　内田麟太郎／著
●ほげちゃん　　　　　　　　　　　　　　やぎたみこ／著

佐
賀
図
書
館

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 1 2 3
笘 5 6 7 8 9 10

4月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 5 6 7
笨 9 10 11 12 13 14

筺 12 13 14 15 16 17
筥 19 筧 21 22 23 24
箝 26 27 28 29 箚 31

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 1 2 3
4 笙 6 7 8 9 10

4月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 3 4 5 6 7
8 笶 10 11 12 13 14

11 笄 13 14 15 16 17
18 筴 筧 21 22 23 24
25 箘 27 28 29 箚 31

にがおえ・イメージ画・感想画を展示します

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

3

4

日
12～18
19～25
26～31

1
2～8

09～15

大 方 地 域 佐 賀 地 域
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工

平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
拳 ノ 川 住 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道
㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

　佐賀図書館では、応募のあった感想画などの作
品（作品の一部）を展示します。
　ぜひ見に来てください。

【展示期間】3月13日（火）～17日（土）
          　  ※佐賀図書館開館日および開館時間内

【展示会場】黒潮町総合センター 1階 ロビー他

※詳しいことは、佐賀図書館までお問い合わせください。
　蕁55－3150（直通）
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

萩森　美昊ちゃん
〈平成23年7月2日生まれ〉

元気に育ってね蟋
〈父・母より〉

喜多　陽梨ちゃん
〈平成23年9月27日生まれ〉

陽梨ちゃんパパとママの
ところに生まれてきてく
れてありがとぅ★陽梨が
できてとっても幸せです。

〈父・母より〉

ひ なり

み そら

今西　遥斗くん
〈平成23年3月20日生まれ〉

元気で優しい子になってね。
〈母より〉

古舘　里秦くん
〈平成23年3月24日生まれ〉

元気いっぱい明るい子に
なってね。〈母・父より〉

しんり

わたる とはる

松岡　　和くん
〈平成23年3月29日生まれ〉

まっすぐに素直で。〈母より〉

　
今
年
度
、「
お
で
か
け
広
場
」（
第
１
・

第
３
火
曜
日
）、「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」

（
毎
週
水
曜
日
）、「
フ
リ
ー
デ
ー
」（
月

曜
日
〜
金
曜
日
）
を
利
用
し
て
く
れ
た

方
は
、
１
月
末
現
在
で
、
延
べ
１
６
９

１
組
・
３
８
６
４
名
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
は
、
町
内
全
体
の
交
流
会
と
し

て
、
親
子
遠
足
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
６
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１３
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
７
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１４
日（
水
）園
庭
遊
び

・
２１
日（
水
）誕
生
会

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
２７
日（
火
）親
子
遠
足

　
場
所
／
塩
屋
の
浜（
佐
賀
）

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

問 3
月
の
予
定

麻しん風しん予防接種はお済みですか？
　麻しんのウイルスは非常に感染力が強く、広がりやすいのが特徴です。お早めに予防接種を受け、免疫
をつけましょう。平成23年度の麻しん風しん予防接種対象者と接種期限は以下のとおりです。

○お問い合わせ　　本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43－2836（直通）
　　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

対　　　　象　　　　者 接　　種　　期　　限

第1期 1歳以上2歳未満の方
2歳の誕生日の前々日まで
※1歳の誕生月に予診票を送付しています。

第2期 就学前1年間にある5歳以上7歳未満の方
（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）

平成24年3月31日（土）まで

第3期 中学1年生相当の年齢の方
（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）

第4期 高校3年生相当の年齢の方
（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ）

まもなく終了!

【写真募集中！】
子どもたちの成長の記念に
写真を掲載してみませんか？
左記まで写真（デジカメの
場合はデータ）とメッセー
ジをお持ちください。

※平成23年4月初旬に予診票を送付してい
ます。

※期限が過ぎると公費負担の対象外になり
ますので、接種機会を逃さないようにご
注意ください。




